
令和6年度

自己評価報告書



１．建学の精神

２．教育目標

３．令和6年度の取組に関する課題等

４．評価項目の達成および取組状況

（１） 教育理念・目標

評価項目

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか ④ 3 2 1

・学校における職業教育の特色は何か ④ 3 2 1

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ④ 3 2 1

・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護
者等に周知されているか

4 ③ 2 1

・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニー
ズに向けて方向づけられているか

4 ③ 2 1

（２） 学校運営

評価項目

ダイバーシティを実践し、国際的な社会人の養成を目指し、即戦力となる教育を実施す
る。日本人学生と留学生の比率を見直し、多様性を追求する。留学生が在籍しているこ
とへの責任を自覚し、日本文化の理解を図るとともに在籍管理を徹底することに留意す
る。学生の就学目的を明確にし、卒業後の自身のキャリアに繋がる進路決定を後押しす
る。社会・地域貢献を推進する。

　現在　わが国は、「学歴主義」から「実力主義」の時代へと移行しており、各企業は、時
代の要求に応じて細分化され、それぞれの部門の専門職の要求度が高まっております。
　このような中で、各産業の最先端で活躍している高等学校卒業者の状況を見ると、高
等学校教育だけでは実務的な職業技術の習得が極めて難しく、実際の職場の中で即戦
力となり得ないのが現状であります。さらに、近年企業の従業員に望む技術的要求も高く
なり、職場以外での技術修得も大いに奨励されております。
　一方高校を卒業し、就職を希望する者も、各自の適性にあったよりよい仕事を得るため
に，より高い技術の修得を望んでいます。
　近年、県下高等学校卒業生の進学状況を見ると、大学、短大とともに、専門学校の進
学者が、激増しております。このような情勢の中で、即戦力となる近代技術を身に付け、
心身共に健康な青年子女の養成が焦眉の的となっております。
　本校は、ここに、時代と社会の要求に応えるため、コンピュータを中心とした近代技術修
得の場として、創立されたものであります。

「明朗・創造・友愛」の校訓のもと、高度な専門教育および海外からの留学生に対する日
本語教育を行い、高い知性とすぐれた技術を身につけ、人間愛に満ちた職業人を育成す
ることを目標とします。
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・目的等に沿った運営方針が策定されているか ④ 3 2 1

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか ④ 3 2 1

・運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されている
か、有効に機能しているか

④ 3 2 1

・人事、給与に関する規定等は整備されているか ④ 3 2 1

・教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されている
か

④ 3 2 1

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ④ 3 2 1

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか ④ 3 2 1

（3） 教育活動

評価項目

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されてい
るか

④ 3 2 1

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限
に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされている
か

4 ③ 2 1

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4 ③ 2 1

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教
育方法の工夫・開発などが実施されているか

4 ③ 2 1

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携によりカリキュ
ラムの作成・見直し等が行われているか

4 3 ② 1

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターン
シップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられているか

4 3 ② 1

・授業評価の実施・評価体制はあるか ④ 3 2 1

・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 4 3 ② 1

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか ④ 3 2 1

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位
置づけはあるか

④ 3 2 1

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた
教員を確保しているか

④ 3 2 1

・関連分野における業界等との連携においてすぐれた教員（本務・兼
務含む）を確保しているか

4 ③ 2 1

・関連分野に先端的な知識・技能等を習得するための研修や教員の
指導力育成など資質向上のための取り組みが行われているか

4 ③ 2 1

・職員の能力開発のための研修等が行われているか 4 ③ 2 1
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（４） 学修成果

評価項目

・就職率の向上が図られているか 4 ③ 2 1

・資格取得率の向上が図られているか ④ 3 2 1

・退学率の低減が図られているか ④ 3 2 1

・卒業生・在校生の社会的な活躍および評価を把握しているか 4 ③ 2 1

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に
活用されているか

4 ③ 2 1

（５） 学生支援

評価項目

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか ④ 3 2 1

・学生相談に関する体制は整備されているか ④ 3 2 1

・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ④ 3 2 1

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか ④ 3 2 1

・課外活動に対する支援体制は整備されているか 4 ③ 2 1

・学生の生活環境への支援は行われているか ④ 3 2 1

・保護者と適切に連携しているか 4 ③ 2 1

・卒業生への支援体制はあるか ④ 3 2 1

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ④ 3 2 1

・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取
組が行われているか

4 3 ② 1

（６） 教育環境

評価項目

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されてい
るか

④ 3 2 1
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・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な
教育体制を整備しているか

4 3 ② 1

・防災に対する体制は整備されているか ④ 3 2 1

（７） 学生の受入れ募集

評価項目

・学生募集活動は、適正に行われているか ④ 3 2 1

・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4 ③ 2 1

・学納金は妥当なものとなっているか ④ 3 2 1

（８） 財務

評価項目

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ④ 3 2 1

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ④ 3 2 1

・財務について会計監査が適正に行われているか ④ 3 2 1

・財務情報公開の体制整備はできているか ④ 3 2 1

（９） 法令等の遵守

評価項目

・法令・専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ④ 3 2 1

・個人情報に関し、その保護のための対策が取られているか ④ 3 2 1

・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか ④ 3 2 1

・自己評価結果を公開しているか ④ 3 2 1

（１０） 社会貢献・地域貢献
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評価項目

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行ってい
るか

4 ③ 2 1

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 4 3 ② 1

・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託
等を積極的に実施しているか

4 ③ 2 1

（１１） 国際交流

評価項目

・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか 4 ③ 2 1

・留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がと
られているか

4 ③ 2 1

・留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備され
ているか

④ 3 2 1

・学習成果が国内外で評価される取組を行っているか 4 3 ② 1
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